
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を複数枚並べて一画面を構成するマルチ画面合成手段と、
　複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶する画質調整値記憶手段と、
　複数の画像に対し前記画質調整値記憶手段に記憶された画質調整値に基づいて画質調整
処理を行う画質調整処理手段と、
　入力された画像を、前記画質調整値記憶手段に記憶された画質調整操作前の予め設定さ
れた画質調整値に基づいて前記画質調整処理手段によって画質調整処理を施した第１の画
像と、同じく前記入力された画像を、新たに調整操作中の画質調整値に基づいて前記画質
調整処理手段によって画質調整処理を施す第２の画像とに変換し、前記第１と第２の画像
を前記マルチ画面合成手段によって一画面に並べて表示する制御手段と
　 ことを
特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　

【請求項３】
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を具備し、
前記予め設定された画質調整値は、前記調整操作において更新されない値である

さらに、入力された画像を縮小する画像縮小手段を有し、前記マルチ画像合成手段は、
該画像縮小手段によって縮小された画像を複数枚並べて一画面を構成することを特徴とす
る請求項１に記載の画像表示装置。

さらに、入力された画像の一部をトリミングするトリミング手段を有し、前記マルチ画
像合成手段は、該トリミング手段によってトリミングされた画像を複数枚並べて一画面を



【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　画像を複数枚並べて一画面を構成するマルチ画面合成ステップと、
　複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶する画質調整値記憶ステップと、
　複数の画像に対し前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整値に基づいて画質
調整処理を行う画質調整処理ステップと、
　入力された画像を、前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整操作前の予め設
定された画質調整値に基づいて前記画質調整処理ステップによって画質調整処理を施した
第１の画像と、同じく前記入力された画像を、新たに調整操作中の画質調整値に基づいて
前記画質調整処理ステップによって画質調整処理を施す第２の画像とに変換し、前記第１
と第２の画像を前記マルチ画面合成ステップによって一画面に並べて表示する制御ステッ
プと
　 ことを
特徴とする画像表示方法。
【請求項７】
　画質調整機能を有する画像表示装置を制御するための画像表示プログラムを記憶した、
コンピュータにより読み出し可能な記録媒体であって、
　前記プログラムは、
　画像を複数枚並べて一画面を構成するマルチ画面合成ステップと、
　複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶する画質調整値記憶ステップと、
　複数の画像に対し前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整値に基づいて画質
調整処理を行う画質調整処理ステップと、
　入力された画像を、前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整操作前の予め設
定された画質調整値に基づいて前記画質調整処理ステップによって画質調整処理を施した
第１の画像と、同じく前記入力された画像を、新たに調整操作中の画質調整値に基づいて
前記画質調整処理ステップによって画質調整処理を施す第２の画像とに変換し、前記第１
と第２の画像を前記マルチ画面合成ステップによって一画面に並べて表示する制御ステッ
プ
　 ことを
特徴とする画像表示プログラムを記憶した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＴＶ等に好適な画質調整機能を有する画像表示装置および画像表示方法、並び
に画像表示プログラムを記録した記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ＴＶ等の画像表示装置には、表示画像の色相や色度、コントラスト、明るさ等
、種々の画質調整機能がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のこの種の画像表示装置における画質調整は、その効果、違い等が客
観的に判りずらく、最適な調整がなされたか否か、判断しずらいという点があった。
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構成することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。

前記画質調整操作前の予め設定された画質調整値とは、前記画像表示装置の製造時に予
め設定された値であることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。

前記画質調整値は、明るさ，コントラスト，色度，色相，ＲＧＢバランス，色温度，γ
特性，シャープネスのうちのいずれかの画質調整値を含むことを特徴とする請求項１に記
載の画像表示装置。

を有し、
前記予め設定された画質調整値は、前記調整操作において更新されない値である

とをコンピュータに実行させ、
前記予め設定された画質調整値は、前記調整操作において更新されない値である



【０００４】
本発明は、上述の点に鑑みてなされたもので、その目的は、画質調整機能を有する画像表
示装置において、コントラストやカラーバランス等の画質調整時、調整前の画像やデフォ
ルト調整の画像と、調整画像とを同時に表示させ、画質調整を行い易くすることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１の画像表示装置の発明は、画像を複数枚並べて一画
面を構成するマルチ画面合成手段と、複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶する画
質調整値記憶手段と、複数の画像に対し前記画質調整値記憶手段に記憶された画質調整値
に基づいて画質調整処理を行う画質調整処理手段と、入力された画像を、前記画質調整値
記憶手段に記憶された画質調整操作前の予め設定された画質調整値に基づいて前記画質調
整処理手段によって画質調整処理を施した第１の画像と、同じく前記入力された画像を、
新たに調整操作中の画質調整値に基づいて前記画質調整処理手段によって画質調整処理を
施す第２の画像とに変換し、前記第１と第２の画像を前記マルチ画面合成手段によって一
画面に並べて表示する制御手段と

ことを特徴とする。
【０００６】
　

【０００７】
　

【０００８】
　

ことを特徴とすることができる。
【０００９】
　また、

ことを特徴とすることが
できる。
【００１３】
　上記目的を達成するため、請求項６の画像表示方法の発明は、画像を複数枚並べて一画
面を構成するマルチ画面合成ステップと、複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶す
る画質調整値記憶ステップと、複数の画像に対し前記画質調整値記憶ステップに記憶され
た画質調整値に基づいて画質調整処理を行う画質調整処理ステップと、入力された画像を
、前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整操作前の予め設定された画質調整値
に基づいて前記画質調整処理ステップによって画質調整処理を施した第１の画像と、同じ
く前記入力された画像を、新たに調整操作中の画質調整値に基づいて前記画質調整処理ス
テップによって画質調整処理を施す第２の画像とに変換し、前記第１と第２の画像を前記
マルチ画面合成ステップによって一画面に並べて表示する制御ステップと

ことを特徴とす
る。
【００１６】
　上記目的を達成するため、請求項７の記録媒体の発明は、画質調整機能を有する画像表
示装置を制御するための画像表示プログラムを記憶した、コンピュータにより読み出し可
能な記録媒体であって、前記プログラムは、画像を複数枚並べて一画面を構成するマルチ
画面合成ステップと、複数種の画質調整に基づく画質調整値を記憶する画質調整値記憶ス
テップと、複数の画像に対し前記画質調整値記憶ステップに記憶された画質調整値に基づ
いて画質調整処理を行う画質調整処理ステップと、入力された画像を、前記画質調整値記
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を具備し、前記予め設定された画質調整値は、前記調整
操作において更新されない値である

ここで、さらに、入力された画像を縮小する画像縮小手段を有し、前記マルチ画像合成
手段は、該画像縮小手段によって縮小された画像を複数枚並べて一画面を構成することを
特徴とすることができる。

また、さらに、入力された画像の一部をトリミングするトリミング手段を有し、前記マ
ルチ画像合成手段は、該トリミング手段によってトリミングされた画像を複数枚並べて一
画面を構成することを特徴とすることができる。

また、前記画質調整操作前の予め設定された画質調整値とは、前記画像表示装置の製造
時に予め設定された値である

前記画質調整値は、明るさ，コントラスト，色度，色相，ＲＧＢバランス，色温
度，γ特性，シャープネスのうちのいずれかの画質調整値を含む

を有し、前記予
め設定された画質調整値は、前記調整操作において更新されない値である



憶ステップに記憶された画質調整操作前の予め設定された画質調整値に基づいて前記画質
調整処理ステップによって画質調整処理を施した第１の画像と、同じく前記入力された画
像を、新たに調整操作中の画質調整値に基づいて前記画質調整処理ステップによって画質
調整処理を施す第２の画像とに変換し、前記第１と第２の画像を前記マルチ画面合成ステ
ップによって一画面に並べて表示する制御ステップ

ことを特徴とす
る。
【００１９】
（作用）
　本発明は、上記構成により、画質調整操作前の予め設定された画質調整値に基づいて画
質調整処理を施した画像を表示するようにしているので、画質調整操作前の予め設定され
た画質調整値、すなわち、標準的な調整値に調整された画像を参考にして調整を行うこと
により調整がし易くなる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
（第１の実施形態）
図１は本発明を適用した第１の実施形態の画像表示装置の回路構成を示す。同図において
、１は画像拡大縮小手段としての解像度変換器、６はデジタルビデオ信号を入力する画像
入力端子、２１及び２２は画質調整処理手段としての第１及び第２の画像データ演算ブロ
ック、３１及び３２は画質調整値記憶手段としての第１及び第２のＥＥＰＲＯＭ（電気的
消去型プログラマブルＲＯＭ）等の不揮発性メモリである。
【００２１】
４はマルチ画面合成手段としての画面合成ブロック、５は画像表示用ディスプレイ、７１
及び７２は画像を一時的に蓄えるバッファーとして機能する、第１及び第２のフレームメ
モリ、７４は操作者に種々の動作情況等を視覚的に表示するオンスクリーンディスプレイ
（ＯＳＤ）の信号発生器、７５は操作者が種々の操作を行う為の操作キー、７６は画像表
示装置全体の制御を行うとともに操作者とのインターフェースをはかるＣＰＵ（中央演算
処理装置）である。
【００２２】
操作キー７５は、操作者の操作による種々のキー操作を検知し、ＣＰＵ７６にそのキーデ
ータを伝える。ＣＰＵ７６は、このデータ入力を受け、解像度変換器１や第１及び第２の
不揮発性メモリ３１，３２、ＯＳＤ信号発生器７４等をはじめ、その他の回路ブロック（
図示していない）も含めた画像表示装置全体を制御する。
【００２３】
画像入力端子６から入力された画像データは、解像度変換器１によって縦、横、１／２の
サイズに縮小され、フレームメモリ７１，７２に一旦蓄えられる。続いて、フレームメモ
リ７１，７２から出力されたそれら縮小された画像データは、それぞれ第１及び第２の画
像データ演算ブロック２１，２２において、第１及び第２の不揮発性メモリ３１，３２が
記憶している画質調整値に基づいて、画質調整に関わる演算処理が施される。この画質調
整値としては、例えば、明るさ，コントラスト，色度，色相，ＲＧＢバランス，色温度，
γ特性，シャープネス（エンファシス）等の種々の値、またはそれらの組合わせが該当す
る。
【００２４】
ここで、第１の不揮発性メモリ３１には画質調整操作開始直前の画質調整値が、第２の不
揮発性メモリ３２には操作キー７５による画質調整操作中の画質調整値が、ＣＰＵ７６の
指示により記憶されている。
【００２５】
画面合成ブロック４は、画像データ演算ブロック２１からの画像データを表示画面内左半
分の中央位置に、画像データ演算ブロック２２からの画像データを表示画面内右半分の中
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とをコンピュータに実行させ、前記予
め設定された画質調整値は、前記調整操作において更新されない値である



央位置に、配置するとともに、ＯＳＤ信号発生器７４からの信号を表示画面中央下部に重
ね、マルチ画面合成処理された画像をディスプレイ５が描画する。
【００２６】
図２は、この時のディスプレイ５の表示画面を模式的に描いたものであり、同図において
、１０１は画質調整操作開始直前の画像、１０２は画質調整操作中の画像、１１１はＯＳ
Ｄ信号発生器７４による画質調整表示を示すものである。
【００２７】
この場合、画面の左側に表示された画質調整操作開始直前の画像１０１と比較しながら、
画面の右側に表示された画像１１１に対して「明るさ」の調整操作を行っている様子を表
わしている。尚、ここで「明るさ」の調整を例として挙げたのは、モノクロームで表現さ
れる本説明書で、本発明の意図を判りやすく図示する為であり、明るさ調整に限ったもの
では無い。例えば、コントラストや色度，色相，ＲＧＢバランス，色温度，γ特性，シャ
ープネス（エンファシス）等、種々の画質調整が操作出来る。
【００２８】
次に、画質調整に関わるＣＰＵ７６のシーケンス（処理手順）について説明する。図３の
フローチャートはＣＰＵ７６が遂行する画質調整時のフローを簡略化して示したものであ
る。
【００２９】
先ず、操作者が操作キー７５により画質調整モードを選択すると、ステップ２０２におい
て図２に示した様なマルチ画面表示モードに移行する。
【００３０】
そしてステップ２０３において、ＯＳＤ表示を、ステップ２０４において操作キー７５か
らの指示に従い第２の不揮発性メモリ３２の画質調整値更新を、そしてステップ２０５に
おいて操作キー７５からの画質調整モード終了指示のチェックを行い、画質調整モード終
了指示が無ければ、ステップ２０３に戻り、これらの処理を繰り返す。
【００３１】
ステップ２０５において画質調整モード終了指示があれば、ステップ２０６に進み、先ず
その時点に第２の不揮発性メモリ３２に記憶されている画質調整値を、そっくり第１の不
揮発性メモリ３１にコピー（転写）する。そして、次のステップ２０７において、ステッ
プ２０２で移行したマルチ画面表示モードの直前の表示モードに戻すとともにＯＳＤ信号
発生器７４による表示も終了させ、一連の画質調整シーケンスから抜ける。
【００３２】
（第２の実施形態）
図４は本発明を適用した第２の実施形態における、ディスプレイ５の表示画面を模式的に
描いたものであり、第１の実施形態とそれぞれ同一の番号を振っている。なお、第２の実
施形態を実現する回路ブロックは第１の実施形態の図１と同じなので、その詳細な説明は
省略する。
【００３３】
第２の実施形態では、解像度変換器１における縮小率を２／３とし、更に画面合成ブロッ
ク４によって２つの画像の両サイドを切り取り、トリミング処理を施して描画したもので
ある。
【００３４】
尚、２つの画像の両サイドを切り取るトリミング処理は、解像度変換器１での縮小処理時
や、フレームメモリ７１，７２への書き込み時に行っても良い。
【００３５】
（第３の実施形態）
図５は本発明を適用した第３の実施形態における、ディスプレイ５の表示画面を模式的に
描いたものであり、第１の実施形態とそれぞれ同一の番号を振っている。なお、第３の実
施形態を実現する回路ブロックも第１の実施形態の図１と同じなので、その詳細な説明は
省略する。
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【００３６】
第３の実施形態では、解像度変換器１における縮小処理を行わず、画面合成ブロック４に
よって２つの画像の両サイドを切り取り、トリミング処理を施して描画したものである。
ＯＳＤ信号発生器７４による画質調整表示１１１は、画質調整操作中の画像１０２の最下
部に重ねて合成している。
【００３７】
尚、２つの画像の両サイドを切り取るトリミング処理は、解像度変換器１や、フレームメ
モリ７１，７２への書き込み時に行っても良い。
【００３８】
（第４の実施形態）
図６は、本発明を適用した第４の実施形態を実現する画像表示装置の回路構成を示す。図
６の構成は、画質調整処理手段としての第３の画像データ演算ブロック２３、画質調整値
記憶手段としての第３の不揮発性メモリ３３、および画像を一時的に蓄える第３のバッフ
ァー７３、をそれぞれ第１の実施形態における図１の回路構成に追加して、合計３系統用
意したものである。それら各ブロックの機能は第１の実施形態の図１とそれと同じなので
、その詳細な説明は省略する。
【００３９】
ここで新たに追加された第３の不揮発性メモリ３３は、画像表示装置が出荷された時にあ
らかじめ設定されるデフォルト値を記憶しており、通常の動作状況でＣＰＵ７６はこの値
の更新は出来ない。
【００４０】
第４の実施形態では、解像度変換器１における縮小率を１／２とし、画面合成ブロック４
によって第１の画像データ演算ブロック２１からの画像データを表示画面内右上位置に、
第２の画像データ演算ブロック２２からの画像データを表示画面内右下位置に、そして第
３の画像データ演算ブロック２３からの画像データを表示画面内左上位置に各々配置する
とともに、ＯＳＤ信号発生器７４からの信号を表示画面左下位置に重ね、マルチ画面合成
処理された画像をディスプレイ５が描画する。
【００４１】
図７はこの時のディスプレイ５の表示画面を模式的に描いたもので、第１の実施形態とそ
れぞれ同一の番号を振ってあり、１００は第３の不揮発性メモリ３３に記憶された画質調
整値のデフォルト値に基づいて画質調整処理された画像である。
【００４２】
これにより、ディスプレイ画面の左上１００には画質調整デフォルト値の標準画像が、右
上１０１には画質調整操作開始直前の画像が表示され、操作者は、これらの画像と比較し
ながら、画面の右下１０２に表示された画像に対して画像調整操作を行う。
【００４３】
（その他の実施形態）
以上説明した、本発明の第１から第４の実施形態では、解像度変換器１の後段に画像デー
タ演算ブロック２１，２２ないし２３に設けていたが、互いの位置を入れ換えて、画像デ
ータ演算ブロックによって画質調整処理された画像データをそれぞれ専用の解像度変換器
によって縮小しても良い。
【００４４】
又、画質調整処理手段として画面内のエリア毎に個別の画質調整値を用いて処理出来る画
像データ演算ブロックを、マルチ画面合成手段の後段に配置し、画面合成ブロックによっ
てマルチ画面合成された１枚の画像に対し、画質調整を施しても良い。
【００４５】
また、本発明の第１から第３の実施形態では、画質調整操作開始直前の画像１０１と画質
調整操作中の画像１０２を、並べて表示していたが、画質調整操作開始直前の画像１０１
の代わりに、第４の実施形態で説明した様な画質調整デフォルト値の標準画像１００を表
示しても良い。
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【００４６】
更には、参考画面として、画質調整デフォルト値の標準画像１００か画質調整操作開始直
前の画像１０１のいずれか一方を操作者が選択して表示させる方法も考えられる。
【００４７】
また、上述した本発明のいずれの実施形態においても、参考画面と画質調整操作中の画像
１０２の配置は、図２、ないし図４，図５，図６の様な配置に限られるものではなく、ま
た両者の縮小率、トリミング量を変えても良い。
【００４８】
尚、上述した本発明のいずれの実施形態も、デジタルビデオ信号が入力画像信号として用
いられているが、アナログビデオ信号をＡ／Ｄ変換してから処理したり、画質調整手段そ
のものをアナログ処理する場合においても、本発明の効果が変わらないことは言うまでも
ない。
【００４９】
また、本発明は、複数の機器（例えば、ホストコンピュータ、インターフェース機器、リ
ーダ、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置（
例えば、デジタルＴＶ受像機、ビデオカメラ、ビデオ編集機など）に適用してもよい。
【００５０】
また、本発明の目的は、前述した実施の形態の機能を実現するソフトウエアのプログラム
コードを記録した記録媒体（記憶媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシステ
ムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログ
ラムコードを読み出し、実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００５１】
この場合、記録媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記録した記録媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【００５２】
そのプログラムコードを記録し、またテーブル等の変数データを記録する記録媒体として
は、例えばフロッピディスク（ＦＤ）、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード（ＩＣメモリカード）、
ＲＯＭなどを用いることができる。
【００５３】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述の実施の
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づいて、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または
全部を行ない、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる
ことは言うまでもない。
【００５４】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、画質調整操作前の予め設定された画質調整値に
基づいて画質調整処理を施した画像を表示するようにしたので、画質調整操作前の予め設
定された画質調整値、すなわち、標準的な調整値に調整された画像を参考にして調整を行
うことにより調整がし易いという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における画像表示装置の回路構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態における表示画像の模式図である。
【図３】本発明の第１の実施形態における処理手順を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第２の実施形態における表示画像の模式図である。
【図５】本発明の第３の実施形態における表示画像の模式図である。
【図６】本発明の第４の実施形態における画像表示装置の回路構成を示すブロック図であ
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る。
【図７】本発明の第４の実施形態における表示画像の模式図である。
【符号の説明】
１　　画像拡大縮小手段としての解像度変換器
４　　マルチ画面合成手段としての画面合成ブロック
５　　画像表示用ディスプレイ
６　　画像入力端子
２１　画質調整処理手段としての第１の画像データ演算ブロック
２２　画質調整処理手段としての第２の画像データ演算ブロック
２３　画質調整処理手段としての第３の画像データ演算ブロック
３１　画質調整値記憶手段としてのＥＥＰＲＯＭ等の第１の不揮発性メモリ
３２　画質調整値記憶手段としてのＥＥＰＲＯＭ等の第２の不揮発性メモリ
３３　画質調整値記憶手段としてのＥＥＰＲＯＭ等の第３の不揮発性メモリ
７１　画像を一時的に蓄える第１のフレームメモリ
７２　画像を一時的に蓄える第２のフレームメモリ
７３　　画像を一時的に蓄える第３のフレームメモリ
７４　オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）の信号発生器
７５　操作キー
７６　ＣＰＵ（中央演算処理装置）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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